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は
じ
め
に

郭
沫
若
（
一
八
九
二
年
～
一
九
七
八
年
）
は
、
中
国
が
清
王
朝
か
ら
中
華
民
国
、
中
華
人
民
共
和
国
へ
と
進
む
歴
史
の
中
を
生
き
、
活
躍
し

た
政
治
家
、
文
学
者
、
考
古
学
者
、
歴
史
研
究
者
で
あ
る
。
日
本
留
学
中
に
出
版
し
た
処
女
詩
集
『
女
神
』
は
、
中
国
の
近
代
口
語
詩
の

確
立
に
貢
献
し
た
点
で
、
中
国
近
代
文
学
史
上
画
期
的
な
作
品
と
し
て
、
そ
の
位
置
を
不
動
の
も
の
に
し
て
い
る
。
郭
沫
若
の
一
生
は
、

日
本
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
彼
は
青
年
期
に
日
本
に
留
学
（
大
正
三
～
十
二
年
）
し
、
医
学
を
学
ん
だ
。
壮
年
期
に
日
本
に
亡
命
（
昭
和
三

～
十
二
年
）
し
て
、
中
国
の
古
代
史
、
古
代
文
字
の
研
究
に
力
を
注
い
だ
。
前
後
約
二
十
年
間
の
日
本
で
の
生
活
は
、
後
に
彼
の
文
学
及

び
考
古
学
、
歴
史
学
の
基
礎
を
築
き
あ
げ
た
。
ま
た
、
日
本
留
学
中
に
初
め
て
自
由
恋
愛
を
体
験
し
、
日
本
人
女
性
佐
藤
富
子
と
家
庭
を

も
ち
、
留
学
期
、
亡
命
期
に
渡
り
、
苦
楽
を
共
に
し
た
。
こ
の
体
験
、
い
わ
ば
国
際
恋
愛
、
国
際
結
婚
は
、
彼
の
人
生
及
び
文
学
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
郭
沫
若
を
論
ず
る
と
き
、
日
本
と
い
う
要
素
を
抜
き
に
し
て
は
語
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

郭
沫
若
に
関
す
る
研
究
は
、
中
国
に
お
い
て
す
で
に
半
世
紀
に
わ
た
り
続
け
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
、
基
本
的
に
愛
国
主

義
、
五
四
精
神
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
い
っ
た
思
想
理
論
に
基
づ
い
て
い
る
傾
向
が
強
く
、
資
料
、
史
実
の
調
査
、
文
学
理
論
に
基
づ
く
テ

ク
ス
ト
の
評
価
は
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
な
い
。
特
に
、
郭
沫
若
が
日
本
と
関
わ
っ
た
二
つ
の
時
期
に
関
す
る
研
究
は
、
ま
だ
多
く
の

空
白
を
残
し
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年
に
、
武
継
平
氏
は
そ
の
著
『
異
文
化
の
な
か
の
郭
沫
若

─
日
本
留
学
の
時
代

─
』（
九
州
大
学
出

版
会
）
を
刊
行
し
、
郭
沫
若
の
留
学
時
代
を
中
心
に
、
そ
の
生
活
、
文
学
、
思
想
を
考
察
し
た
研
究
成
果
を
公
表
し
た
。
こ
れ
は
、
郭
沫

若
を
主
題
に
し
た
研
究
書
と
し
て
は
日
本
初
の
も
の
で
あ
る
。
福
岡
時
代
の
郭
沫
若
に
関
す
る
多
く
の
資
料
を
発
掘
し
、
当
時
の
生
活
ぶ

り
と
文
学
活
動
の
様
子
を
具
体
的
に
伝
え
、
示
唆
的
な
著
書
で
あ
る
。

本
書
『
詩
人
郭
沫
若
と
日
本
』
で
は
、
彼
の
留
学
と
亡
命
の
二
つ
の
時
期
に
焦
点
を
当
て
、
彼
と
近
代
日
本
と
の
精
神
面
で
の
交
流
を
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…
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vi

が
必
然
的
に
関
わ
っ
て
く
る
。
筆
者
は
「
風
景
」
の
発
見
が
郭
沫
若
の
口
語
詩
創
作
に
一
つ
の
「
突
破
口
」
を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。「
風
景
」
の
発
見
は
内
面
の
発
見
を
導
き
、
郭
沫
若
詩
歌
の
中
で
不
可
欠
な
要
素
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
郭
沫
若
の

詩
歌
を
見
た
場
合
、
彼
が
近
代
詩
に
お
い
て
追
求
し
た
の
は
、
内
な
る
「
声
」
の
優
位
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
本

書
第
一
章
か
ら
第
五
章
で
は
、
日
本
留
学
を
中
心
に
詩
人
誕
生
の
プ
ロ
セ
ス
を
探
っ
て
い
く
。

本
書
第
六
章
か
ら
第
八
章
で
は
、
主
に
日
本
亡
命
期
を
中
心
に
、
そ
の
思
想
的
変
化
と
文
学
創
作
、
歴
史
研
究
に
つ
い
て
論
じ
る
。
亡

命
の
十
年
間
は
生
活
と
精
神
の
両
面
に
お
い
て
、
彼
は
大
き
な
試
練
を
受
け
た
。
そ
の
間
、
彼
は
日
本
の
左
翼
文
学
者
や
親
中
派
の
日
本

人
と
交
流
を
も
っ
た
。
ま
た
マ
ル
ク
ス
思
想
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、
古
代
史
研
究
と
甲
骨
文
字
研
究
は
、
そ
の
後
の
彼
の
精
神
的
基
盤
を
固

め
、
歴
史
研
究
家
と
し
て
の
基
礎
を
構
築
し
た
。
日
中
関
係
が
日
を
追
っ
て
険
悪
に
な
る
中
で
、
彼
の
作
品
に
も
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ

る
。
自
伝
や
社
会
性
の
強
い
身
辺
小
説
を
書
き
始
め
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。

本
研
究
で
用
い
た
手
法
に
は
、
主
に
三
つ
の
側
面
が
あ
る
。

一
、
時
代
背
景
、
体
験
の
側
面
。
作
品
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
時
代
背
景
、
事
件
、
作
者
の
体
験
等
を
で
き
る
限
り
厳
密
に
調
査
し
、

歴
史
的
事
実
が
作
者
に
及
ぼ
し
た
影
響
、
作
品
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
研
究
に
反
映
す
る
。

二
、
テ
ク
ス
ト
、
関
係
資
料
の
側
面
。
取
り
扱
う
作
品
に
つ
い
て
、
初
出
や
所
収
を
調
査
す
る
。
い
わ
ば
テ
ク
ス
ト
ク
リ
テ
イ
ッ
ク
を

重
視
す
る
。
新
聞
や
雑
誌
に
の
み
掲
載
で
、
作
品
集
、
全
集
に
未
収
録
の
作
品
も
、
必
要
と
判
断
し
た
も
の
は
、
研
究
対
象
と
し

て
取
り
上
げ
る
。
研
究
対
象
の
作
品
と
関
係
の
あ
る
外
国
の
作
品
は
、
で
き
る
だ
け
原
文
を
用
い
て
比
較
分
析
を
行
う
。
い
わ
ば

比
較
文
学
の
手
法
で
あ
る
。

三
、
理
論
的
な
側
面
。
郭
沫
若
が
留
学
中
に
接
し
た
心
理
学
、
医
学
及
び
西
洋
の
文
学
理
論
に
よ
り
創
作
の
理
論
根
拠
を
得
て
い
る
。

彼
自
身
の
文
学
理
論
は
作
品
研
究
の
根
拠
に
な
り
う
る
。
ま
た
文
学
批
評
に
関
す
る
心
理
学
や
文
学
理
論
も
作
品
研
究
に
応
用
す

明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

郭
沫
若
は
、
一
九
一
四
年
（
大
正
三
年
）
に
来
日
し
た
。
こ
の
時
代
の
日
本
は
、
明
治
以
来
の
近
代
化
が
進
み
、
西
洋
の
近
代
文
明
と

東
洋
の
伝
統
文
化
が
入
り
混
じ
り
、
政
治
、
文
化
、
社
会
に
お
い
て
民
衆
主
義
、
自
由
主
義
思
想
が
浸
透
す
る
、
所
謂
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
の
時
代
に
入
っ
て
い
た
。
郭
沫
若
は
、
こ
の
未
知
の
土
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
、
多
く
の
も
の
を
学
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
九
州

帝
国
大
学
在
学
中
に
出
版
し
た
詩
集
『
女
神
』
は
、
ま
さ
に
こ
の
時
代
に
彼
が
吸
収
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
内
包
し
た
作
品
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
決
し
て
愛
国
主
義
や
五
四
精
神
だ
け
で
は
語
り
尽
く
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
近
代
医
学
、
自
然
や
風
景
の
発
見
、
愛

の
苦
悩
、
西
洋
文
学
や
日
本
文
学
へ
の
共
鳴
、
古
典
の
止
揚
な
ど
多
方
面
に
渡
る
も
の
が
あ
っ
た
。『
女
神
』
は
、
詩
人
郭
沫
若
の
出
発

点
で
あ
る
だ
け
に
、
こ
れ
に
含
ま
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
の
要
素
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
。
そ
れ
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
、
で
き
る
だ
け
丁
寧
に

拾
い
上
げ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
〇
〇
五
年
に
、
筆
者
は
大
髙
順
雄
氏
、
武
継
平
氏
と
と
も
に
郭
沫
若
の
書
簡
集
『
桜
花
書
簡
』
の
日
本
語
訳
を
刊
行
し
た
。
二
〇
〇

八
年
か
ら
二
〇
〇
九
年
に
か
け
て
、
中
国
四
川
省
教
育
庁
の
社
会
科
学
重
点
研
究
課
題
「
郭
沫
若
在
日
本
的
史
料
搜
集
及
研
究
」
共
同
研

究
（
岩
佐
正
暲
、
藤
田
梨
那
、
岸
田
憲
也
、
郭
偉
）
に
参
加
し
、
そ
の
成
果
と
し
て
『
日
本
郭
沫
若
研
究
資
料
総
目
録
』（
明
徳
出
版
社
）
を
出
版

し
た
。
二
〇
一
一
年
に
、
筆
者
は
『
女
神　

全
訳
』（
明
徳
出
版
社
）
を
刊
行
し
た
。
こ
の
よ
う
な
仕
事
を
通
し
て
、
従
来
の
郭
沫
若
研
究

は
、
多
く
の
史
料
や
史
実
を
見
落
と
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
改
め
て
資
料
調
査
や
作
品
解
釈
の
重
要
性
を
認
識
し
た
次
第
で
あ
る
。

さ
て
、
近
代
詩
歌
の
確
立
は
、
単
な
る
詩
形
の
改
革
で
は
な
く
、
新
し
い
思
想
、
新
し
い
感
性
、
新
し
い
美
意
識
が
生
ま
れ
て
初
め
て

可
能
に
な
る
。
郭
沫
若
に
お
い
て
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
自
覚
さ
れ
始
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
口
語
詩
の
確
立
と
近
代
的
自
我
意
識
は
ど
の

よ
う
に
関
係
す
る
の
か
。
詩
歌
に
お
い
て
、
郭
沫
若
は
何
を
打
ち
出
そ
う
と
し
た
の
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
考
え
る
と
き
に
、
柄
谷
行
人

氏
の
『
日
本
近
代
文
学
の
起
源
』
及
び
フ
ァ
ン
・
デ
ン
・
べ
ル
ク
の
『T

he	Changing	N
ature	of	M

an

』
に
見
ら
れ
る
近
代
意
識
と

「
風
景
」
の
発
見
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
論
述
は
示
唆
的
で
あ
る
。『
女
神
』
の
特
質
を
考
え
る
時
に
、
日
本
と
い
う
文
化
的
環
境
、
風
土
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る
。

日
本
亡
命
中
に
郭
沫
若
は
「
自
然
へ
の
追
懐
」
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
し
た
。
そ
の
中
で
彼
は
、
留
学
時
代
を
懐
か
し
く
回
想
し
、

「
今
で
も
第
二
の
故
郷
の
よ
う
な
感
じ
が
す
る
」
と
言
う
。
こ
の
言
葉
は
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
。
本
書
は
二
十
年
に
わ
た
る
郭
沫
若

と
日
本
の
歴
史
か
ら
、
そ
の
答
え
を
探
っ
て
い
く
。


